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＜連絡事項＞
・救急カートから医薬品を使用した時には、救急カート内にある医薬品使用表に使用したものを記入し、薬局に下ろすようにお願いします。
・昇格試験(中級受験資格者対象)が試験日程：5月28日(火)、29日(水)、30日(木)にあります。申込期限は5月13日(月)～17日(金)17:00です。受験者は各自病棟管理者へ受験の申し込みを行ってください。
＜患者様連絡事項＞
・藤井　崇史様～今朝より38.0℃台の発熱あり、本人希望にてPL顆粒3包　3×毎食後　1日分処方となる。
・工藤　蓉子様～朝・昼ともに数口の摂取で食事摂取量少ないため点滴1本処方となる。
・杉山　千廣様～シルバー居宅　細越様より連絡あり。本日14：00面会予定だったが、ご家族の都合がつかなくなったとのこと。病棟へも確認し5/15(水)16:00頃で調整。
・蕨　真理様～八戸市保健所　十文字氏より情報提供頂く。今後本人が退院した際の対応や希望について、保健所の職員が父親に確認しようとしているが困難な状態が続いているとのことであった(難聴があり話を聞き取れないことや話を理解できていない状態)。また、父親の弟からの情報だと、今現在まで父親も胃がんなどで八戸市立市民病院に抗がん剤治療の為通院中ではあるが、平成31年1月の受診の際には担当医より「余命2ヶ月」との宣告を受けている。今現在、余命期間を過ぎているが廃品回収などの仕事も行えている状況であるとの事であった。今後、本人の状態がある程度落ち着いたタイミングで、関係機関内でケア会議を開催し今後の対応を検討していきたいとの話がある。
・宮古　喜久代様～三戸地方保健所　健康増進課　秋田様へ連絡。今現在も主援助者と聞いていた甥様と連絡がつながらないこと、また折り返しの連絡もないことを伝え、主援助者について再検討が必要であることを伝える。保健所から連絡していただき、甥様の意向を確認していただくこととした。その後、秋田様より連絡あり。甥様へすぐ連絡がつながったが、「病院から着信は入っていない」と話していた様子。当院で控えている連絡先を確認するが連絡先に間違いはなかった。また、甥様としては「本人に関わりたくないわけではないが、自分の父（本人の兄）は亡くなっており関わりは薄い。そのため、本人の兄弟に協力を依頼するのが現実的ではないか」と話があった様子。主援助者を甥から姉と姪（姉の子）に変更しても良いか本人へ確認し、ご連絡することとした。病棟スタッフより本人へ確認していただき、了承をいただいた旨を秋田様へ連絡している。姉様へ協力を依頼しても良いかどうか保健所から姉様へ連絡していただき、結果を保健所から当院へ連絡いただくこととした。甥様よりその後電話あり。本人に対してそこまで拒否的ではなく、対応は穏やか。「もし、姉が対応しきれない場合には姉から連絡もらえれば協力します」とのこと。その後、姪様より電話あり。今後の協力を依頼したいことを伝える。また、現在自宅の電気がつけっぱなしの状態であり、当院で保管している鍵を使ってブレーカーを落としていただきたいこと、衣類を早めに届けていただきたいことをお伝えした。電気については今日対応していただけるとのことで本日夕方に鍵の受け取り目的にて来院予定。また、衣類は今日準備できないが下着だけは持参いただけるとのこと。入院時の手続きや必要な荷物については、後日来院して対応したいとの事で来院日が決まり次第、ご連絡いただくこととした。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離中。断続的に壁叩きしている。介入に対し一時的に止めること出来ているが、すぐに同行為繰り返している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。他者トラブル無く経過。幻聴や妄想に左右された発言や苛々感なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放前からドア蹴りしている。訪室時は一時的に止めている。開放後は奇声やスタッフに付きまとう行為見られている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。10時体温38.4℃、他バイタルサインの異常なし。クーリング施行。不調の訴えなし。経管栄養トラブルや拘束部位の循環障害も無い。閉眼して休まれている。他引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。妄想発言や危険行為無く経過。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・山地　壽治子様～起床後よりホールにて断続的に叫び声をあげている。以後寝たり、叫んだりを繰り返している。
・阿部　わかえ様～ホール内落ち着き無く徘徊されている。Cユニットに行こうとすることあり介入している、介入に対し易怒性なし。歩行不安定さあり見守り要している。訴えてくる内容と行動が伴わない様子あり。
・宮古　喜久代様～興奮する事や妄想発言なく対応穏やか。血圧高値あるが、自覚症状の訴えは無い。
・坂本　富也様～車椅子乗車しホールにて過ごされる。不穏さ無く穏やかで、声掛けへの疎通も良好。血圧高値あるが、自覚症状の訴えは無い。
・杉山　千廣様～バイタルサイン異常や経管栄養トラブル無し。介入時易怒性なく穏やか。
＜入院患者様情報＞
日　　時：5月13日　16：01

氏　　名：野田　祐樹様

生年月日：平成3年4月23日(28歳)
病　　名：うつ状態

性　　別:男性

主治医　:田名部Dr

入院形態:医療保護入院

病　　棟：東病棟Bユニット3号室

【経過】
　本人、父様、母様、妹様ともに来院。今回の受診の経緯について、前回5/11の受診以降～終日臀部の痛みを訴え、夜間も両親のもとで大声を出しつづけるといった状態が見られていた。又、内服は拒否的であり本人は薬の添付文章を気にしている様子だった(家族の話によると体重増加を気にしているかもしれないとのこと)。ここ数日間で物に八つ当たりをする、家族に手をあげようとするといったこともみられ、今回急遽受診へ至った。本人は診察室の中では臀部の痛みのためか、終始立ち続けている。質問した内容には返答を見せるものの話は膨らまず、どこか独特な佇まいである。今回、セルフコントロールが出来ておらず、同居者への危険が及ぶ可能性について本人に指摘したが上手く認識が出来ていない様子である事から、入院加療の必要性があると考えられ、金Drより深澤Drへ相談。その後、父親の同意のもと、16:01東病棟Bユニット3号室へ医療保護入院となる。

